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研究成果の概要（和文）： 本研究では、これまで行ってきた発掘調査の成果を利用し、紀元前2千年紀後半から
1千年紀初頭の板石墓文化の墓葬変遷について明らかにすることができた。さらに、ヒャル・ヒャラーチ遺跡と
エメルト・トルゴイ遺跡の発掘調査を行うことにより、同時期のモンゴル高原西部から中部にかけて展開するヘ
レクスール文化墓葬の展開を明らかにした。一方、この時期の人の移動について、発掘した古人骨に対する形質
人類学的分析やストロンチウム同位体分析により実証した。さらに、紀元前1千年紀のタガール文化期の典型的
な板石墓文化における墓葬変遷を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research showed the burial chronology of stone-slab grave culture from 
the latter half of second millennium BC to the beginning of the first millennium BC. The excavation 
at Khyar Kharaach and Emeelt Tolgoi Sites could elucidate the changing process of Khirigsuur culture
 at the same time as that of stone-slab grave culture. In addition, humane movement of herding 
society is proved by the physical anthropological analysis and strontium analysis. And we made clear
 the grave chronology of the typical stone-slab grave culture of Tagar culture in the first 
millennium BC.

研究分野： 東アジア考古学

キーワード： 板石墓　ヘレクスール　モンゴル　青銅器時代　カラスク文化　タガール文化　形質人類学　ストロン
チウム安定同位体分析

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 モンゴル高原における青銅器時代墓制については、西部のヘレクスール文化と東部の板石墓文化という地域性
は知られていたが、本研究によって詳細な墓葬変遷や二つの文化圏の相互関係を明らかにした学術的な意義があ
る。また、このような地域間関係の変動において人の移動が介在したことを初めて実証した研究である。さら
に、このような墓葬変遷から、牧畜社会の社会構造への変化・発展を明らかにした。先史時代の牧畜社会は、特
異な社会としてこれまで不明であったものを、考古学と人類学の共同研究によって、その社会実態を明らかにし
つつある世界的にも注目される研究である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

研究代表者はこれまで中国四川省チベット自治州でのフィールド調査から北方青銅器の系統
関係から中国西南地域の青銅器文化が成立していく過程を研究してきた。一方で、科学研究費
基盤研究（A）「日本列島と大陸との人の交流に関する人類学的研究」（中橋孝博九州大学教授
代表）では、古人骨の系統関係を研究するための資料を得るために、モンゴル国ヘンティー県
ダーラム板石墓の発掘調査を 2009～2011 年の 3 年間続け、青銅器時代板石墓の構造変化とと
もに年代の解明を果たした。 

また、科学研究費基盤（Ａ）「高精度元素・同位体分析システムを用いた東アジア原始古代親
族関係の研究」（田中良之代表）によって、弥生時代の甕棺墓出土古人骨のストロンチウム分析
によりヒトの移動と婚姻関係から社会集団の構成と交流の過程が明らかとなってきている。こ
うした弥生時代での分析成果を踏まえ、これをモンゴル高原の古代人骨に応用しようとするも
のである。 

そして、この様な研究基盤の基、2012～2013 年まで九州大学教育研究プログラム・研究拠
点形成プロジェクト「モンゴル高原における古代牧畜民の移住と集団再編に関する総合的研究」
に採択され、2012 年にはテブシ板石墓、2013 年にはボル・オボ板石墓の発掘を行ってきた。
これにより、ダーラム板石墓の発掘調査の成果を踏まえ、ヘレクスールから板石墓への地域的
な変化の過程が次第に明らかになりつつある。特に板石墓初期の墓葬型式である撥形墓の調査
を行い、墓葬の型式変遷の手掛かりをつかんだ。さらに、この様な発掘調査で出土する古人骨
あるいはこれまでモンゴル科学アカデミー考古研究所が所蔵している古人骨の歯牙のストロン
チウム分析や食性分析を始めた所である。 

 

 

２．研究の目的 

 モンゴル高原を中心とする中央ユーラシア東部は、遊牧民が牧畜を主たる生業としながら、
先史社会から今日に至るまで連綿とした歴史を有している。匈奴やモンゴル帝国に見られるよ
うに、騎馬と牧畜による人間集団の動きが人類史において大きな影響をもたらした。本研究は、
青銅器時代から匈奴時代における牧畜民のヒトの移動と集団構成を、考古学的発掘調査と出土
した古人骨の形質人類学的分析・ストロンチウム同位体分析・食性分析などにより、集団の系
統性と集団内でのヒトの移動を明らかにするものである。さらに、このようなヒトの移動を、
土壌ボーリング調査による古環境変遷との因果関係性を解明するものである。さらに、人の移
動による集団の統合過程を、牧畜社会という特異な社会において、農耕社会とは異なった社会
進化を遂げるという新たな古代国家形成過程モデルを構築する。 

 

 

３．研究の方法 

中央ユーラシア東部ではカラスク・タガールという斉一的な青銅器文化を有しており、同じ
牧畜型農耕社会を背景とした共通の青銅器文化を共有している。一方で、社会集団単位を区分
するように、墓葬習俗に地域的な違いが見られる。特にモンゴル高原ではヘレクスールから板
石墓への墓葬変化がロシア人学者を中心に示されているが、その細かな変遷過程は不明である。
また、周辺の中国長城地帯、アルタイ、ザバイカルなど含めた諸地域においても墓葬の違いが
認められ、地域集団が個別に存在していた。それらを統合するようにして前 3～2 世紀にかけて
匈奴遊牧国家が誕生している。この統合の過程を、まずは墓制による地域集団の単位の析出と
ともに、それらの集団構造を明らかにしたい。そのため、特に考古学的な資料が不足している
モンゴル高原の青銅器時代墓葬を発掘調査する。これまで毎年地域を異にしながら、毎年 3～4
基の青銅器墓を発掘調査し、その構造と人骨や遺物から年代を明らかにしてきた。これを継続
し、より精密な地域性の摘出すなわち集団単位とその時間軸である編年を作成する。発掘対象
地域は、バヤンホンゴール県、ゴビ・アルタイ県などで行う予定である。併せてモンゴル高原
以外の地域の墓葬の踏査や青銅器遺物の実地調査を進めることにより、地域集団の地域単位の
析出を試みる。 
さらに、発掘した古人骨試料とモンゴル科学アカデミー歴史考古研究所が既に発掘した青銅

器時代・匈奴墓地出土の多量の古人骨から、ストロンチウム同位体分析を行い、ヒトの移動や
社会集団内でのヒトの移動と融合の問題を具体的に明らかにしていく。また、ユーラシア草原
地帯東部における青銅器遺物から騎馬化の過程を推測するとともに、古人骨の筋付着分析部発
達度分析により、形質人類学的にも騎馬化を実証する。併せて行う古人骨の食性分析も生業活
動の復原に役立とう。これらの分析結果により、社会変化の導因を推測することができる。 
 
 
４．研究成果 
 モンゴル高原の青銅器文化の墓葬は、大きく西半部のヘレクスール文化と東半部の板石墓文
化に分かれることが明らかとなってきている。これまで行ってきたダーラム、テブシ、ボル・
オボ遺跡の発掘成果を利用し、さらに本研究を通じて、板石墓文化の墓葬変遷について明らか
にすることができた。さらに、ヒャル・ヒャラーチ遺跡とエメルト・トルゴイ遺跡の発掘調査
を行うことにより、モンゴル高原西部から中部にかけて展開するヘレクスール文化墓葬の展開



を明らかにした。それらの調査・研究により、紀元前２千年紀後半～紀元前 1千年紀初頭のカ
ラスク文化期における西から東に向けて展開するヘレクスール文化の動態と、東から西に向け
て展開する板石墓文化の動態を明らかにすることができた。後者は、モンゴル高原東南部を起
点として出現する長方形墓が、モンゴル高原中部に広がる過程で撥形墓へと変容する過程であ
り、この考古学的事実は、これまで知られていなかった墓制の空間変遷ということができる。
一方、カラスク文化初期においてユーラシア草原地帯中部から東部へと人の動きがあったこと
が、ヒャル・ヒャラーチ遺跡の古人骨に対する形質人類学的分析やストロンチウム安定同位体
比分析により明らかとなった。また、出土古人骨の形質人類学的分析により、骨折など傷害痕
跡から、騎馬文化による生活様式が復元された。 
 紀元前 1千年紀のタガール文化期には、モンゴル高原では個人単位での階層関係を示す板石
墓文化が展開し、その社会構造に基づく墓葬変遷を明らかにした。これらの板石墓は、タガー
ル文化期のモンゴル高原中北部に展開する方形墓を起源とするものであり、これらが変容しモ
ンゴル高原中部から東部へ伝播したとする仮説が得られた。一方、この段階のモンゴル高原東
半部は木漢墓・木槨墓からなるチャンドマニ文化であると考えられる。 
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